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合成単層CNTには通常半導体性と金属性のタイプの混合物であり、応用には分離も
しくはいずれかの抽出技術が必要とされている。様々な分離・抽出法が開発されて
いるがポリフルオレン（PFO）誘導体を用いた半導体性単層CNTの抽出法は簡便で
あることから注目されている。今回新たなPFO誘導体を発見したため、その検証に
近赤外発光スペクトルを取得することを目的としている

実験
Experimental

送付された１０種類の単層CNT分散溶液（トルエン溶媒）に対し、近赤外発光スペ
クトル測定および原子間力顕微鏡（AFM）測定を行った。

結果と考察
Results and Discussion

２種類の試料からは明瞭な単層CNT由来の近赤外発光を観察できた。半導体性CNT
の抽出に成功しているかは吸収測定結果と合わせて考える必要がある。残り８種類
の試料からは近赤外発光は観察されず、また、AFM測定においては大きな凝集体の
み観察されたことから輸送時の時間経過で凝集が進行したことが示唆された。更な
る安定分散化が必要と考えられる。
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